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すべての人に 開かれた愛の 道 

一一『現代世界憲章』の 成立過程における 

キリスト教的な 愛の考 劉 3) 一 

浜 口 舌 隆 

Ⅲ．議案 X Ⅲ : アリッチャ草案作成まで 

チューリッヒ 考案Ⅲが教皇 " ウ p 6 世によって認可 (1964 年 7 月 3 日 ) 

されてのち，約一 ケ月 後に教皇は最初の 回勅『 ェ クレジアム・ス フム 』 

(Ecclesiam suam)l2) を 発布し (8 月 6 日 ), 公会議が臨むべ き 基本姿勢 

一一世界との 対話一一を表明された。 また，『議案 XII1 』を取扱っている 委 

員 会は， その後もこの 議案の目的や 内容について 論議を続けていた。 現代 

世界における 教会の使命を 自覚し この議案を重視する 神学者たちの 意見 

も委員会に寄せられたり ，文書で分けにされてぎた。 公会議教父たちも 第 

三会期 (1964 年 9 月 14 日 -11 月 21 日 ) を待たずに見解を 明らかにする 者 

もいたが， 10 月 20 日になってはじめて『議案 XII1 』が公会議場での 公開 封 

論の議題になり ，新しい展開を 見せるのであ る。 その後， この議案の目的 

と基本的な考えを 認めながらも 新しい草案の 作成が要望され ，再検討され 

て 修正されるべ き ことが決定された。 

我々はい さ ，その新しい 草案が作成されるまでの 過程を労を厭わずに 見 

てゆくことにする。 先ず，教皇 パゥ p 6 世の方針に触れ 1), 次にチュー 

リッヒ草案を 再検討してゆく 基本的な考えをながめ 22), またこの草案に 

対する神学者たちの 見解 3), および公会議教父たちの 見解を見て 4), 最 

後に新しい草案の 作成過程を一瞥しておこう 5) 。 
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1) 教皇パウロ 6 世の方針 

教皇パウロ 6 世は第二会期の 閉会演説㈹ (1963 年 12 月 4 日 ) で，教会が 

その起源と本来あ るべき姿を自覚し 新しい認識のもとにすべてをキリス 

トに方向づけると 共に，教会が 現代に適した 方法で真理と 救いの メ，セ一 

、 ジを 告げるために 刷新されつつあ ることを喜び ，期待していた。 その後，教 

皇はいわゆる 対話の回勅『 ヱ クレジアム・ス フム 』を発布して ， ご 自身の 

基本姿勢を明らかにされた。 

Ⅲ 対話の姿勢 

教皇によれば ，教会がキリストの 望まれる姿に ， また世界のなかに 生き 

る教会として 自己刷新してゆくことは 一つの回心であ る。 彼はそのための 

基本的方針として ，世界に関心をもってキリストが 示された質しさの 精神 

と 信仰に根ざした 愛の精神を提唱する。 しかし教皇は 決して公会議で 取り 

扱う議題を先取りしないで ，ただ福音の 光に照らして 教会全体を世界との 

関わりのなかに 位置づけるために ，世界または 人類との対話の 姿勢を打ち 

出されたのであ る。 キリス卜者は 世の中に生きながら ，世のものではない 

( ョハ 17, 15 一 16) という 主イヱズス のことばのうちに ， 世 との一致と区別 

を 明確にしっ っ ，福音を伝えるという 使命を果さぬげればならない。 公会 

議では今日の 具体的な問題にどのように 対拉 してゆくかを 検討するであ ろ 

うが，先ず話し 合う   対話の心構えを づ くる 2 9 に訴えている。 
「世界を回心させる 前にまず．それどころか ，それを回心させるために 

これに近づいて 話さほげればならない。 14) 」こうして，教皇は 神と人間との 

対話および教会と 世界との対話を 呼びかけている。 (5) 神と人間との 対話こ 

そ 宗教の本質であ って， 旧約時代にも 神がイニシアティブをとってその 民 

に 語りかけられ ，新約時代にはキリストを 通して語りつづげられており ， 人 

間 がそれに応答してゆくところに 救いの歴史が 展開される。 この ょう に 神 
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はすべての人の 救いを望まれ ，「救いの対話」を 紡 げられるが，教会はその 

対話を教会活動の 生命であ る祈りと典礼のなかで 行っている。 この神との 

対話のなかから 教会と世界との 対話は生まれなければならない。 教皇によ 

れば，教会はすべての 善意の人々と 話し合う用意があ り，「誰も教会の 心に 

は 他人ではない」として ，次の 4 つのレベルでの 対話を呼びかけている。 先 

ず，人間であ るというレベルで 全人類に共通する 人間本性に根ざし 神を 

否定する無神論者との 対話も必要であ る。 次に神を信じている 人々，第姉 

に「分かれている 兄弟」であ るすべてのキ リス 卜者とのエキュメニカルな 

話し合い，そして 第四にカトリック 教会内での相互の 対話がキリストの 一 

つの 体 としての共同体に 成長するために 求められる。 

(2) 全人類家族の 益のために 

以上のような 対話の姿勢に 基づいて，教皇は 第三会期の開会演説。 @964 

年 9 月 14 日 ) では，教会の 現存が全人類家族の 益のためであ ることを確認 

する。 そのために公会議は 教会の一致とその 普遍性また 霊 性を教会の使徒 

的伝承性のうちに 見出す よ うに努めている。 教会のうちに 現存し働いてい 

る聖霊は，使徒職を 通じてキリストの 墳 いのみわざを 継続している。 第三 

会期では「教会とはなにか」を 問いつつ，特に 司教職の本質と 職務を教会 

の本質と使命のうちに 明らかにしようとしている。 教会がキリストと 人間 

社会の仲介をよりよくなしうるために ，教会一致の 回復を絶えず 切望して 

ゆかなければならない。 

以上のような 教皇の方針はすでに 第二会期の開会演説の 基本的考えにも 

含まれていたが． (7) いま公会議全体を ， 更には教会全体を 対話の方向に 向 

かわせる よう に公会議教父たちに 期待しているのであ る。 

2) チューリッヒ 草案の再検討 

チュー りッヒ 草案は議案として 認められたものの ， まだ多くの神学的な 
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課題や具体的な 形式， 内容に関する 論議が続いており ，委員会で再検討が 

なされていた。 

a)1964 年 9 月 ln 日から 12 日に開催された 中央小委員会では ，教皇 ョ 

。 ネ 、 23 世の『 " 一 チェ ム ・イン・ テリ ス』や教皇 " ウ p 6 世の『エクレジ 

アム・ス フム 』の考えに沿って 議案を作成してゆくために ，次のよ j な 諸 

点が提示されている。 ( 。 ) 

① 議案の目的と 表題 (9) をより明確にすること。 

② 「世界」の概俳を 聖書のなかに 見られる諸々の 意味をも考慮して 定義 

すること。 

③ 「時のしるし」に 関してあ まりにも西洋的過ぎるので ，他の地域から 

の司教たち． また専門家の 協力を求めること。 

④ 「自然」と「超自然」との 区別と関連を 認めて，地上の 諸現実の神学 

的な基礎づけを 行 う こと。 

⑤ 地上の都の建設のために ，教会の ヒェ ラルヒ一に属する 人々と信徒の 

役割と貢献を 明確にすること。 

⑥ キリスト教的人間論の 発展と 罪 と十字架の神学をより 強調すること。 

⑦ 今日の世界の 変化を判断するために ，歴史的発展の 観念を示すこと。 

b) また， 9 月 12 日開催の神学小委員会では 次のような基本的な 提案が 

なされた。 

(i ) 先ず，議案全体にわたって 次の諸概念の 区別を明確にする 必要があ 

る。 け ㊤①啓示された 宗教的秩序と 世界の秩序。 ②全てを支配される 神と復 

活されたキリストとただ 救いに仕える 教会。 ③共同体としての 教会の任務 

と キリス卜者個人の 任務。 ④神によって 創造されキリストによって 賄われ 

た世界とまだ 悪のしるしの 下にあ りながら救われるべ き 世界。 ⑤現世の価 

値と世界および 人間存在に基本的な 諸問題。 ⑥人間社会の 直接的目的と 終 

末論的な目的などであ る。 

(ii) 更に，議案は 次の諸点を説明しなければならない。 U" 

① まだ教会に属していない 人々は ， 救いや恩恵の 助けから除外されてい 
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るのではない。 人間の状態はキリストによる 暗 いによって，存在論的に 

も 倫理的にも変えられ ぅる 。 

② この存在論的秩序は 現世の時間的秩序の 働きの価値を 破壊せず，軽減 

せず， かえって希望のうちに 増強する。 

③ 現世の時間的秩序においても 宗教的秩序においても ，教会も地上の 旅 

の途上にあ ることを考慮して ，「発展」のアイデアを 提示する必要があ る。 

しかし発展がつねに 良いものであ るとは限らず ，つねに罪の 下に危険 

にさらされていることも 忘れてはならない。 

④ 教会はその超越的な 秩序を忘れてはならないが ，時間的秩序につねに 

もっと注意を 払うべぎであ る 0 

⑤ 『教会について コ の議案の考えに 従って， キリストへの 準備とキリス 

ト における完成との 相違はあ っても， その継続性における 救いの営みの 

統一性を示すべきであ る。 

⑥ 最後に， 自然と超自然との 区別と連続性を 示す必要があ る。 

以上のような 委員会でのチューリッヒ 草案の再検討は ，議案の根底に 据 

えようとする 神学的な諸概俳の 整理と現代世界のなかにあ る教会の自覚お 

よび対話の姿勢を 確立しようとする 苦悩を示している。 議案作成にあ たっ 

て， どのように二つの 秩序，つまり 創造と救済また 自然的秩序と 超自然的 

秩序とを統合するかが 委員たちの苦慮すべき 点であ った。 

3) 神学者たちの 見解 

チューリッヒ 草案が公げにされての ち ・ L. モール (Norren) 氏 ㏄ ) は 信 

徒の立場から 草案の第 9 条㈹について 意見を述べ，隣人に 対する愛は現 

世的活動，殊に 科学・技術的進歩をも 含んでいると 主張している。 我々は 

この草案に対して 述べられた多くの 見解のなかから ， Y. M. コンガール 

(Congar),  M コ D  .  シェニュー (Chenu),  F  ,  オータ 一ル (Houtart) そし 

て E  .  スキレベークス (Sch Ⅲ ebeeckx) の見解に注目しておぎたい。 



一 144 

(l) Y. M. コンガール 

Y. M. コンガールはすでに『議案 XV 血の初めから ， この議案を重視 

し 意見を明らかにしてぎた。 ぃ 4) チュー       ，ヒ 草案に関して 公会議教父 た 

ちに提出された 諸批判 皿 のなかの次の 見解は重要であ る， と 思われる。 

① 現代人は「歴史性」について 非常に強い感覚意識をもっているのに ， こ 

の 草案にはまだ 歴史的な視点が 欠如している。 

② 教会は地上の 教会として，世界のなかにあ り，また世界とともにあ る。 

従って，現世の 諸現実に注目しなければならない。 

③ 人々は，教会が 人間を信じることを 宣言するのを 期待している。 すな 

わち聖書のなかで 神はいつも我々のためにご 自身について 語り， また 

我々について 語るのであ るから， 人間への健全な 信頼が求められる。 

④ 教会が諸々の 出来事と歴史のなかに 神の声を認知するのは ，ただ愛の 

義務 (devoirdecharit ①によってのみではない。 世界そのものがキリス 

卜者に神のみ 旨 とそのみ目の 準備という召命を 明示している。 我々は事 

物と人間自身について よ りょく知り ， 世の現実と社会とその 発展を熟慮 

する必要があ る。 

⑤ また，教会だけが 人々に教えるのではなく ，新約聖書の 観点からすれ 

ば，「神のことば」が 教会と人々に 教えるのであ る。 「神のことば」が 日 

学生活における 人間の完全な 召命を示唆しながら ， その召命に応え ， 全 

ぅしぅる よ う に現世的な任務に 駆り立てるのであ る。 ㈹ 

⑥ 最後に，「対話」は 愛の道徳主義的観点から 説 ぎすすめられるよりも ， 

むしろ， より存在論的な 基礎 づ仇 つまり人間精神の 本性として求めら 

れるべぎであ る。 草案の第 18 条や第 20 条の「人権 」についても ，国連 

の「世界人権 宣言」や UNESCO のような機関をも 考慮して， それをより 

発展させ基礎づける 方向で述べられるべぎであ る。 
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(2) M. 一 D. シエニユー 

M. 一 D. シェニューは 地上的な諸現実の 価値のキリスト 教的な意味につ 

いて述べると ぎ， 。 " 教会の宣教的特性を 強調し現代世界におけるキ リス 

卜者の福音的な 現存が兄弟 愛 のうちに見出されると 主張する。 彼は教皇 ョ 

，、 ネ 23 世の「覚に目って」 (ad extra) の発言㎝が教会覚の 現代世界を示 

していることを 認め， そこに教会の 主要な「宣教的な」特性を 見ている。 そ 

して『パーチェ ム ・イン・ テリ ス コ の考えを草案に 取り入れるようにと 求 

めながら， 次の点を明らかにしている。 

① 受肉されたみことばであ るキリストは 創造主であ り， また救い主で 

あ って，人間がキリストを 通して自分のうちに 神の像 (lmago Dei) を実 

現するように ，歴史の過程で 働いておられる。 人間間の兄弟 変 による世 

界の進展は， まさに神の国の 土壌であ る。 終末論的な完成はイエズスの 

ことばのように ( ョハ 12, 32), 宇宙と歴史の 全体をも含むのであ る。 

② 創造と受肉の 秘義の内的な 論理によって ， 我々がいま，現代の 経済的 

な発展を考えると ぎ ， 兄弟的なわざ ， また正義と自由と 平和の世界建設 

を目ざすのであ る。 すなわち． 兄弟愛は世界の 構造と人間の 共同体のな 

かに 編り 込まれるべ き ものであ る。 従って発展の 要請は人間の 生存の物 

理的な基礎 づ げからはじめて ，生命に必要な 財を生産しつつ 恒久的な連 

苛性を築くことでもあ る。 

③ 愛は，現代世界に 生きるキ リス 卜者の福音的な 現存のしるしであ る。 教 

会はまさに世界のなかにあ る教会であ って，すべての 人間性に価値あ る 

社会的また政治的秩序に 対するキリス 卜者の積極的な 態度が求められ 

る 。 教会は ， 殊に信徒の役割を 通じて， つまり世界におけるキ リス 卜者 

の存在を通して ，キリストの 証しという宣教的使命を 果しうるのであ る。 

なぜならば，信徒はただ 単に聖職者が 使徒職を果すための 有益な補足で 

あ るのではなく ， まさに信徒自身において 教会共同体としてキリストの 

世における現存を 示すのであ る。 
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(3) F. オータール 

F. オータールは ，『教会と世界ド 引とい j 書物のなかで ，ヨハネ文書に 

おける「 世 」の概俳の意味と 歴史における 教会と世界の 関係の変遷を 概観 

したのち，現代の 状況理解に努めている。 彼は現代の人間世界の 諸分野で 

の 変化を認め，教会の 現存の意味を 問い，『議案 xVn Ⅳ期の意義を 裏 付けて 

いる。 

(i) 技術社会と人間の 責任。 (% 今日の人間社会は 技術文明によって 特徴 

づけられている。 また人間は文化的価値と 進歩によって 条件づけられてお 

り，人間はまさにその 起源からして「文化的」 (culture Ⅱ be) であ る。 文化・ 

技術社会にあ っては人間と 自然との連関も 変化し 人間はまさに「聖なる 

もの」を越えてゆく 勢いであ る。 こうして技術社会が「聖なるもの」から 

「世俗的なもの」 へ 移行しつつあ る 今 ，人間の責任が 問われる時であ る。 こ 

のような社会で 人間関係も多様化し 複雑化し社会化してゆくと ぎ，人 

間間の連帯性と 責任が ; 強く求められている。 

(I1) 現代世界におけるキリストと 教会の意味。 F. オータールはこの 技術 

社会にあ って， キリストが誰であ るか， また教会の現存の 意味はなにかを 

問う。 

① 教会が人間に 告げ知らせるキリストは ， 世のいのちであ る人の子 ，す 

なわち「初めの 者であ り， 死人のなかから 最初に生まれたかた」   新 
しい人間   の原型 (Prototype) であ る。 また人間の善 き 牧者であ り，神 
と人間との唯一の 仲介者であ る。 宇宙の中心に 位置づげられるキリスト 

は， また神との関係を 新たにする人間性のドラマの 真 只中にいるのであ 

る 。 宇宙の主， 救いと賄いの 源泉であ るキリストは・ 人間の協力によっ 

てそのみわざを 続けておられる。 (22) 

② 教会は，世界のなかで 下僕 一 奉仕者であ る。 人間に関する 神の偉大な 

計画の実現のための 具体的な道具であ   って ， 神と人間との 一致を志向 す 

る 人間の歴史における 神の計画のダイナ ; ック な領域であ る。 従って ，教 
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会はこの変化する 世界にあ って超越性を 証しし世俗の 進展と神の民の 

歴史の間にあ る連係のしるしであ る。 キリストの証しとしての 教会の使 

命は， 人間の超越性への 召命と人間の 人格的な価値を 守ることのうちに 

見出されなければならない。 こうして神への 奉仕と人間への 奉仕は相互 

に結合されており ，多様な次元で 合理性が人間の 生活に関わっている 現 

在 ，変化や進歩の 意味を人間性への 意義から見極める 必要があ る，教会 

の普遍性は神の 国に向かう， より大きな普遍性に 開かれており ，人類の 

進歩と一致への 奉仕の使命を 果してゆくのであ る ( 柑 

仙 ) 『議案 XllL 』への提言 2 。 ) 

F. オータールはこのようなキリストと 教会および世界の 現状理解に基 

づいて，『議案 Xll1 』では教会の 使命を再認識するように 求めている。 世界 

における教会の 使命は救いのわざにあ るのであ って， イエズス・キリスト 

を信じる人間として 上げる教会になり ，世界との分離に 終止符を打たな げ 

ればならない。 この議案は次のような 諸点を含むものでなければならない。 

① 創造についてのダイナ ; ック な理解。 神のみわざの 弘義であ る創造が 

世界の歴史の 発端として理解されるとき．それは 発展を含んでおり ，信 

じる人も信じない 人もその創造のわざに 参与している。 

② 新約聖書の教えによれば ，受肉したみことば   キリスト   は単に 
罪からの人間の 回復の源泉であ るばかりでなく．被造物の 主であ り， ま 

たその中心であ る。 この世の時間的な 世界の建設も 歴史を通じてキリス 

トが主であ ることと無関係ではなく ， キ リス 卜者は信仰によって「キリ 

ストが主であ る」ことを人々に 告げなければならない。 

③ キリストのわざは 今日の人間性のうちに 継続され，実現される。 自然 

に対する人間の 支配も創造のわざとしてのみでなく ，救いのわざからも 

理解されなければならない。 

④ 教会は全教会として ，司祭も信徒も 世界との関わりのなかで ， この世 

界 との対話を求めている。 
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(4@  三 ・ スキレベークス 

E. スキレベークスは「教会と 世界」 ( ㈲と「教会と 人類」 @  という二つ 

の論文で，教会の 現存の意味を 問いつつ， 『教会について』の 議案との関連 

で『議案 XIIh 』の重要性とその 必然性を強調している。 我々はそれらの 論 

文の要旨を次の 二点に見ることができょ ぅ 。 

い @  キリストと教会と 世界との関係 

神が イエズス・キリストによって ，絶対的で無償の 仕方で人間を 救われ 

るという歴史的な 出来事は，教会と 世界との関係を 見てゆくうえで 重要で 

あ る。 イエズスの人間性は 人間への神の 完全な自己譲渡であ ると同時に ，神 

への人間の自由な 応答であ る。 イエズス・キリストが 神 ・人であ るという 

実体的結合は ，人類の歴史全体が 愛のうちに含まれていること ， また信仰 

をもって現実の 人間実存を責任あ る応答をもって 受け入れてゆくことを 意 

味している。 

キ リス 卜者はこのキリストへの 信仰をもって ， この世界のなかで ，世界 

とともに生きてゆかなければならない。 救いはまさに 今 ，我々がここで 生 

きている世界のなかで 現実化されてゆくのであ る。 祈りや礼拝のみでなく ， 

毎日の日常生活がいわゆる 俗事とともにあ ったとしても ，それは教会を 通 

して与えられた 神の恩恵の表現でなければならない。 ( 剃 こうしてキリス 

トへの信仰に 生 ぎつつ，世界を「人間化」するのであ る。 人間性も世界も 

究極的にはキリストの 元の下で十分に 理解されるであ ろう。 教会は世界と 

の対話のうちに 世界建設と人々の 発展に寄与するのであ る。 教会は世界に 

言うべき何かをもっているだけでなく ， 主の声を認めるためには 世界が教 

会に言うべ き ことにも傾聴してゆかなけれ ば ならない。 キリストは「教会 

の頭」であ るだけでなく ，「世界の主」でもあ る。 

(ii) 人類の連帯性と 兄弟的奉仕 

神の教会は ， 「キリストの 体 」 (somaChristou) に結ばれた聖徒の 交わり 

(ko ㎞ on@) として， またキリストのまわりに 集められた目に 見える民とし 
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て ，人間の歴史とともにあ る。 従って神の民としての 教会は， まだ歴史的 

に明瞭になっていない 人の世界の救いの 可能性あ るいはキリストによる 人 

類の噴いの具体的な 現われとして ， この世界に現存している。 ここから普 

遍的な人間の 連帯性 と イエズス自身によって 開示された兄弟性との 深い関 

わりが明らかになる。 イエズスは人間の 連帯性を「最も 小さき兄弟」 ( マタ 

25. 31 一 46) と呼ばれる人々を 助ける愛のうちに 見ている。 教会に属する 人 

にとっても教会に 属さない人にとっても ，判断基準 は 「わたしの兄弟であ 

るこれらの最も 小さい者のひとりにしたのは ，すなわち私にしたのであ る」 

( 同 25,40) というみことばにあ る。 ここでは真の 人間的な連帯性が 本物の 

キリスト的であ ることに通じている。 (28) 

キリストがご 自分の教会を 設立したメシア 的行為は ， ご 自身を究極まで 

譲渡されることによる。 人々が彼の模範に 従うところはどこでも ，おそら 

く無意識のうちにでも ，真の人間的な 連帯性のうちにキリストにおける 交 

わり (koinonia) が実現している。 ここに世界における「匿名の 教会を建て 

る活動」 ( 刺が認められる。 愛が仲間を兄弟とし 教会を基礎づける。 つま 

り目に見える 組織としての 教会共同体以外に 教会を建設することは ，なに 

よりも先ずキリストが 彼の仲間であ る「小さき兄弟」に 無条件に自己譲渡 

することによる。 このような意味での 人間の連帯性には 普遍的な秘跡性 

(universaI sacramentality) をも見てとることができる。 ほ 。 ) 仲間は具体的 

な 神の恩恵の賜物であ って ， 神の救済意志の 秘跡的なしるしであ る。 しか 

しこの秘跡性は ， ただ我々が「教会」と 呼ぶ共同体において 具体的にされ 

るものであ ることも見逃してはならない。 このようにして ，兄弟たちへの 

愛は具体的に 歴史的に見える よう になる。 E. スキレベークスによれば ， 愛 

(agaPe) は神と人間とを 含む。 すなわち，我々の 隣人に対する 愛は，人間仲 

間を愛すると 同時に神を愛することでもあ る。 それは イヱズス ・キリスト 

が真に「他者のための 人 」であ ったことに よ る。 (,,) 

㈹ り 『教会について』の 議案と『議案 XIIL 』 

以上のような 解明に基づいて ， E, スキレベークスは ，なぜ『教会につ 
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いて』の議案の 討議の間に，世界における 教会のメンバ 一の活動的な 現存 

(activep 「 esence) についての考察まで 拡げられていったかという 理由を見 

る。 「教会について』の 議案は『議案 X Ⅲ』を内的に 要求していたのであ 

るは 幼 

4) 公会議教父たちの 見解 

  H. 力 マラ (Camara) 司教はすでに 1964 年 3 月 10 日に『議案 XIII 』の新 

しい草案のための 意見を発表し「キリスト 教は生命の教義であ るから， キ 

リ ス卜者たちの 彼らの兄弟との 関係において 確証される。                   この生命 

は愛による共同生、 活において実現する」 ， ㏄ 3) と述べている。 また彼によれ 

ば，社会倫理の 規範はこの愛に 由来するものであ り，教会はいつも 聖書，キ 

リストの教えまた 教父たちの教えに 照らして省察してぎたのであ る。 キ リ 

スト教はいつも 愛において確証されるのであ って， キリス卜者の 役目はい 

つの時代にあ っても， どの場所においても「証しする」ことであ る。 

ところで，チュー りッヒ 草案は第三会期の 第 105 総会 (1964 年 10 月 20 

日 ) においてはじめて ，公会議教父たちの 議題として取り 扱われた。 しかし 

その前に， この議案の意義を 高く評価する 2 人の司教たちの 意見も見てお 

" Ⅰ う 。 

(l ) パナマの M. マクグラ ト (McG 「 ath) 司教はその報告書のなかで ，は 4) 

次のよ j な 意見を述べている。 教会は我々の 主によって創立されて 以来， 

人々のために 存在しており ，教皇ヨハネ 23 世によって提案され ，教皇パウ 

同 6 世によって受け 継がれた教会の「アジ ，ルナン ノト 」 ( 今日の状況への 

適応ィリの目標はすべての 人によりよく 奉仕することにあ る。 多くの人々 

が強く期待している『議案 X Ⅲ』は，すべての 人に関心のあ る人間的価値 

を取り扱うことによって ，教会と世界との 間に橋を築くことを 目ざしてい 

る 。 従って， この議案はすべての 人と教会に共通に 関心のあ る「時のしる 

し」から出発し ，すべての人に 奉仕し共働することを 根木動機とする。 な 
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ぜならば神はすべての 人の創造者であ り，すべての 人の父であ るからであ 

る。 この議案は地上的生活と 永遠への召命に 関する教会の 世界に対する 関 

係とそれらに 共通な問題を 指摘し新たな「対話」を 始めるのであ る。 M. マ 

クグラ ト 司教は， この議案の誕生とその 重要性は公会議の 全コンテキスト 

のなかに見られるべきことを 指摘している。 

( Ⅱ ) イタリアの L. p ッシ (Rossl) 司教は．教会がキリストの 手のうちに 

あ ってすべての 人間性のための 道具であ ることを述べ ，現代における 教会 

の使命と『議案 XIIL 』の意義を次の 諸点に認めている。 臼 5) 

先ず， キリスト教的生活は 単に超自然的な 実存にとどまらず ， キリスト 

の 霊による今日の 人々の「鼓舞者」 (Promotnix) であ り，生気を与えるもの 

(vivIficatr 汝 ) であ る。 福音的な霊感と 精神をもって 今日の世界の 諸要求に 

応えるために ， 『議案 XlI1. は 教皇ヨハネ 23 世と教皇パウロ 6 世の諸回勅 

に従って，「覚に 向けて」 (ad extra) の教会の使命を 果すものであ る。 

次に。 この教会の使徒的な 使命を果すために ，キリストの 贈 いのわざ，す 

なわち救い主キリストの 現存の神学に 基づきながら ，人間論的なアプロー 

チがなされるべぎであ る。 人間の救いのみ わ ざは世の終わりまで 継続する 

歴史的なわざであ るという観点か㌦「人間化」 (humanizatio) への努力が 

求められる。 

従って， また神の恩恵が 善意の人々のうちに 働いていることを 認め ，今 

日の多様な活動のなかで 人間への奉仕および 協力のうちに ，神の国の建設 

を志さなければならない。 キリストの現存は 具体的な歴史のなかで 認めら 

れ，人間性の 聖化を実現するであ ろう。 

さて，我々はチュー りッヒ 草案に関する 公会議教父たちの 公会議場での 

発言と書面による 見解を見てゆこう。 第 105 総会の席上で F. チェア ト 

(Cento) 枢機卿の議案 説卵 3 。 ) につづ 、 、 て ，中央委員会の 委員長 A. ダウア 

ノ (Guano) 司教による「報告」㈲がなされた。 教会はキリストと 同じよう 

にこの世界にあ って ， 人々によって 成立しており ，人々のためにあ り，神 

の生命を人々に 伝えるためにあ るという基本姿勢に 基づいて，教父たちは 
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主に次のような 問題点を指摘している。 冊 

① 「世界」の概俳と「教会」の 概念の明確化が『教会について 3 の議案 

との関連でなされなければならない。 

② 特に教皇 " ウロ 6 世の回勅『エクレジアム・ スアム 』に刺激されて ，教 

会と世界との 対話の必要性が 強調される。 

③ なかでも「無神論」の 問題が意識され．議案に 取り入れる よ うに求め 

られる。 

④ 貧困や社会の 不正義などの 諸問題に直面しながらも「時のしるし」を 

識別し物質の 価値とその秩序づげに 留意しつつ， キ リス 卜者は よ り 積 

極 的な活動によってキリストの 現存の証しとならなければならない。 教 

会は福音の光に 照らしてその 使命を自覚し 具体的な解決の 道をさぐら 

なければならない。 

我々は教父たちのすべての 意見をここで 取りあ げることはできないが ， 

上記の問題意識のなかで． キリス卜者に 求められる人間的な 社会の建設と 

いう人間共通の 課題に注目し 世界における 教会の現存の 意味と証しとし 

てのキリスト 教的な 愛 との二つの視点から ，世界各地からの 教父たちの声 

を聞いておくのも 無駄ではないであ ろう。 

(1) 現代世界における 教会の現存の 意味 

(l ) チリの S. エンリケ (Hennlquez) 枢機卿㈲は 匠 教会について コ の議 

案との関連で ，教会の使命自体からして 世界における 人間について 語る必 

要性を説いている。 「教会は人々のために 世界にあ り，世界にいる 人々は 教 

会 のためにいる」というとき ，「教会」の 二つの観点を 区別しなければなら 

ない。 つまり，先ず 救いの制度としての 教会と 脂 いに 与 かる一員として ，ま 

たその秘跡として 世界にあ って人々に奉仕する 教会であ る。 次に「新しい 

創造」すなわち 地上にあ る「神の国」としての 教会であ って，すべての 人々 

がそれに伺って ， そこで人間性がその 召命の充満を 見出しうるような 人々 

の祖国としての 教会であ る。 また，枢機卿はキリストの 秘事によって 啓示 
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された「新しい 人間」としてのキリスト 教的人間観から ， 無神論者との 対 

話の必要性をも 説いている。 

( Ⅱ ) フランスの P. J. シュ ; ット (Schmitt) 司教は。 。 。 ) 10 月 23 日，教 

会が宣教的な 性格を有することから ，「宣教的な 教会として，世界の 歴史的 

進歩それ自体のなかに 実在しなければならない」 ，と 説いている。 教会は「現 

代の」世界の 新しさをより 積極的に把握し より正しい理解に 基づいて現 

代人に適わしい 教会の新しい 現存の道を探さなければならない。 その新し 

い道は教会の 世界に対する 関係そのもののうちに 見出され ぅる 。 すなわち 

教会はより内面から 友情と貧しさの 精神をもって 現存し福音の 光をもっ 

て 世の諸問題に 対 拠 してゆく連帯性を 求めている。 つまり，人間世界を 積 

極的な目をもってながめ ，福音の元のなかでこの 世の積極的な 価値を認め 

てゆく。 

田 )  レ， : ノ，，の 1.  ッノ ア デ (Ziade) 大司教 は 4i) ln  月 26  日，「時のしる 

し 」と終末論的な 復活の証しの 意味を強調し 世に対する世界の 関係を「救 

いの歴史の営み」 (oeconomia histoniae salt]utls) から説いている。 復活の 

光の下にすべてを 考察し現代世界のすべての 問題を単に一つの 現象とし 

て 肥 えるだけでなく ， キリストにおける 人類の救いの 出来事から見て ，歴 

史のなかに現存する 教会を位置づげている。 

(lv) H. テンフンベルク (Tenhumberg) 司教は (42) 書面で，善意の 人々 と 

の キリスト教的な コ ; ュ ニケーシ， ン の神学的な基礎づけについて 意見を 

述べている。 彼は対話の共通の 基礎を神のみことばによる 創造に求めてい 

る。 すべての被造物が ，「神との対話における 愛の契約 (foedusamonls) に 

向けて， また神の愛 (CanitaS) によって人間間に 形成された対話に 向け 

て」 ( 。 3), 創造されているのであ る。 従って，キリス 卜者が人々と 真に実りあ 

る対話をしょうとするならば ，彼自身が神との 対話すなわち 神の救いの契 

約の永続的な 確証のうちに 生きていなければならない。 キリスト教的な 対 

話は祈りと礼拝に 由来すべぎであ って ， 生ける典礼から 生じるのでなけれ 

ばならない。 
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以上の教父たちの 発言は特別に 教会の現存の 意味のみに関するものでは 

ないが，教会は 人々のために 世界に存在し。 「宣教的な教会」として 現代の 

進歩にダイナ ; ック に関わろうとする 姿勢がうかがわれる。 また，人々と 

の対話も救済 更 における位置づ け のなかで，神のみことばによる 創造に由 

来する人間の 本来の姿   神と人間との 交わりの必然性に 求められてい 
る。 こうして世界のなかに 生きる教会は ， より積極的にキ リス 卜者の捉で 

あ る愛の実践によって ，その本来の 現存の意味を 明らかにしなければなら 

ない。 

(2) 連帯性と愛による 証し 

「もし キ リス 卜者がいのちの 証人としていのちの 充満の豊かさを 愛す 

るとき．今日の 世界において 真のキリストの 証人であ りうる」 ( 何という， 

アルゼンチンの A. ヱ ルヒンガー ( 田 chlnger) 司教の 10 月 21 日の発言の 

なかに，キリスト 教的生活の要約が 見られる。 現代社会の進歩に 反比例し 

て，つねにあ る貧困と不正義との 戦いに注目するとき ，キリスト教的な 態 

度が本来的に 問われている。 以下の諸教父の 発言また書面による 見解は，世 

界と対話をはじめる 教会という広いコンテキストのなかでなされるキリス 

卜者への問いかけと 解答の模索であ る。 

i) ヵナダ の R Ⅰ J. デ ・ ル一 (DeRoo) 司教は (45) ln 月 26  日のチュー 

リッヒ草案の 第 9 条についての 発言のなかで ， キリストの精神から 見た人 

間の召命とキリス 卜者の召命に 関して・次のように 述べている。 「この世に 

おける人間の 召命は自分自身を 世界に受肉させることであ る。 なぜならば， 

人は世界をその 本来的な全的完成に 導くように， またそれによって 我々が 

その神秘的な 真の終末論的な 目的に召されるように ，世界の玉の 如く創造 

されているからであ る。             キ リス卜者は世界の 建設とその格闘のなか 

へ自分自身を 送り込むと ぎ ， 自分の全的召命とまさに 教会の使命そのもの 

を 実現することを 認めたければならない」。 ( 。 。 ) こうして，人間の 共同体づ 

くりもキリスト 教的な共同体の 建設も，効果的になされるためには ，積極 
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的に参加することが 重要であ って．そこに 愛の捉の深い 意味を把えなけれ 

ばならない。 愛 (canttas) は人間の個々の 行為を貫き，キリス 卜者の全実存 

を形づくるものであ る。 

( Ⅱ ) アンティオキアの M. サイ グ (SaiKh) 総大司教は ，け刀 10 月 27 日に ， 

この世界で使命を 果す教会はキリストにおいてすべての 民を愛することを 

前提として。 この世界の諸問題に 関心をもつと 発言している。 教会が地上 

の都を築くためには．信徒がキリストの 法   恵みと愛によって 形成され 
る必要があ る。 総大司教は愛こそがキリスト 教的原理であ るので。 その点 

からのカトリ " ク 倫理の刷新の 必要性を訴えている。 「我々のキリスト 教 倫 

理は 愛と自由の表現をそなえたキリスト 中心的性格をもたなければならな 

い。 」 ( 。 。 ) この倫理は個人的または 共同体的な責任を 要求するものであ っ 

て， これこそ現代世界が 教会から求めているものであ る。 

また， S, 一 M. アルセ オ (A 「 Ceo) 司教は ，け 助真 の キリスト教的な 法は心 

に 書かれた法であ る， と 発言している。 更に， C. デ ・プロヴ ヱ ルヘルス 

(Provercheres) 司教は (5 。 ) 第 16 条に関して，愛が 最高の法であ り，完成の 

絆であ ることを認めながら ， キリス卜者の 世俗的任務を 愛のみに単純化し 

ないようにと 指摘している。 

(ii@) インドネシア 司教団は ，ほ 11 草案に関する 見解を書面で 明らかにし 

ている。 彼らはこの地上的事物の 価値を積極的に 理解しその事物に 対す 

るキリス卜者の 態度について 提唱している。 地上的事物は 墳 い 主の 力 によ 

り人間を通して 完成するような ， また人間の救いにも 関わっている 神の賜 

物であ る。 すなわち地上的事物は 神と人々への 正しい態度のなかに 見られ 

るとぎ ，それは神と 人々への奉仕にとって 重要な要素になりうるのであ る。 

特にキ リス 卜者はこの世界を 神へ導くため ， また全人類を 一つの家族的な 

一致に導くために 他の人と共働しなければならない。 従ってキ リス 卜者は 

キリストと合体しているだけでなく ，すべての人々を 愛の緒によって 連結 

し 一致に向かわせるように 神に召されているのであ る。 こうして神の 民 

としての教会は． いつもキリストの 愛を見えるようにしなければならず ， 
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「新しい 地 」の双兆として 存在している。 

iv) ワシントンの A. オボイル (O,Boyle) 大司教とコンゴの J. マルタ ラ 

(Malula) 大司教は，第 4 章の人権 問題に関する 発言のなかで ，人種差別や 

男女差別の問題に 強く反対し人権 尊重の根本としてキリスト 教的な愛を 

説いている。 

A. オボイル大司教に よ れば，㈱人種差別やその 他の社会的不正義の 間 

題は種々の形態で 見られ， どこの国にもあ るものであ る。 それらの問題は 

単に社会的，文化的また 政治的な問題だけでなく ， なによりも先ず 倫理的 

また宗教的な 問題であ る。 それらに対地する 義務は教会のすべての ノ ン 

" 一に課せられるものであ り， あ らゆる手段を 通じて神の父性の 下でのイ 

エズス・キリストにおける 人間の兄弟性を 善意の人々との 協力のうちに 促 

進してゆかなければならない。 すべての人がキリストにおいて 兄弟になる 

ということは ， 「 人 となられた 方 」が人類家族の ノ ン " 一 としてすべての 人 

の 兄弟となられたことに 根ざしている。 従って彼を適して 示された無限の 

普遍的な愛は ， すべての人と 国を一致させる 兄弟愛の真の 絆によって表現 

されなければならない。 

また， J. マルタラ大司教によれば ， ほ引 教会が人間の 尊厳について 真理 

を宣言するのは ， それが現代の「流行」であ るからではなく ， それがまさ 

に 真理だからであ る。 すなわち人間人格の 尊厳が。 すべての人にとって 倫 

理の基本的な 規準であ るからであ る。 人間の尊厳と 愛とが根本的に 深く関 

わる問題として 民族主義や男女の 差別などがあ るが，それらはキリスト 教 

的な愛に反するものであ って．創造主の 意向に基づき 福音化してゆくべ き 

ものであ る。 

(v) 人類の連帯性に 関する第 24 条を取り扱うと ぎ ， 11 月 5 日の第 115 

総会で信徒の J. ノリス (Norris) 氏 ．ドイツの J. プリンバス (Frigs) 枢機 

卿およびモナコの J. ラップ (Rupp) 司教は，貧困の 問題を解決するための 

連帯性を呼びかけている。 

J. ノリス氏によれば ，は 弓 今日の貧困の 問題は新しいコンテキストの 下 
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にあ る。 なぜならば科学的知識，技術立た 医学は今日一つの 全体的営みを 

構成しており ， 真の人間の連帯性なしには 貧困の問題は 解決されない。 こ 

の問題は現代世界の 重大問題の一つであ って，数多くの 男女が献身と 愛の 

精神をもってそれに 対地しているが ， キ リス 卜者は普遍的な 兄弟愛の表明 

としてもこの 世界大の貧困の 問題に対 拠 するように努め ， 他のすべての 人 

との共同行動をすすめる 必要があ る。 

J. プリンバス枢機卿は ， ("@ 困の問題は司教団の 仕事でもあ ることを 

訴えている。 この問題は社会的であ るばかりでなく ，宗教的なわざによっ 

てもよりよく 秩序づけられる 必要があ る。 従って国際機関との 協力が必要 

であ る。 しかしつねに 謙遜と兄弟愛の 精神をもって 対地してゆかなければ 

らない。 

J. ラ " プ 司教は ， ㈱貧困の問題が 身体の飢えの 問題ではなく ，愛の飢 

えであ ると考え ， 人々の間の普遍的な 連帯性，殊に 異国のキリス 卜者問ま 

た 信仰告白を異にするキ リ ス卜者問の連帯性を 訴えている。 信仰に基づく 

真の連帯性は ， 「一つであ る よ うに」との 主 キリストの戒めを 守り ， 世が信 

じるようになるためにもキリス 卜者の真の兄弟 愛 と切り離すことはできた 

  
(vi タンザニアの L. ル ガム ヴ ウファ (Rugambubwa) 枢機卿は ， ("7)11 同 

9 日の発言において ，教皇 ピナ 12 世と ョ " ネ 23 世の回勅のなかに 普遍的 

連帯性に関する 基本的教えを 見出している。 彼によれば，すべての 人と国 

民が相互に尊敬し 愛し援助し合うのは ，我々に共通の 本性と起源また 

普遍の救いの 歴史に基づくものであ る。 今日の一つの 家族に向かう 連帯性 

は， 神から来て神に 帰る， という 父 なる神のみ旨の 現われでもあ る ( 使 

17, 26 ; 1 テモ 2, 4) 。 「この一致の 望みとこの協力の 感覚は，すべて 

の人々と国民が 兄弟として真の 家族に緊密に 結ばれる よう にとの 父 なる神 

のみ旨を表明している。 」主の教えに 従えば，弟子たちとすべての 善意の 

， 人々に課せられた 平和と連帯性の 大憲章は愛の 碇であ る。 神に創造された 

地上の富を全人類家族という 視点から， その共通 書 のために効果的に 使用 
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し 配分されるよ う に社会・経済秩序を 正しく改善するように 求められて 

いる。 

(vii   M. ヌ ティ ヤ 。 ガ (Ntuyahaga) 司教は ， り田 11 月 9 日，公会議が 世界 

の期待に答えてゆくための 真の道として ，福音による 愛の道を力説してい 

る 。 人々にキリストの 福音を宣べ伝えることは ，神の愛と兄弟愛を 教える 

ことであ る。 なぜならば， この愛だけがキリスト 者の 力 と徳であ り，福音 

とは愛における 生活であ る。 公会議はすべての 人に主の捉を 思い起こさせ 

たければならない。 

( ㎡ ) 最後に，キリスト 教的な愛が証しであ ることを強調する 見解を取り 

あ げよう。 

タ イ リアの S. , ルダ ，サリ (Baldassarrl) 大司教は ， ㈱ ) 教会の 「現存」 
はなによりも 先ず「証し」であ るから，教会がこの 生命を生きるならば 真 

に世の光になる ，という。 また， V. M, コスタンティニ (Costantini) 司教 

は ，ほのキリストの 愛の碇が我々を 兄弟への奉仕に 駆り立てるのは．キリス 

ト自身が我々を 愛し我々のために 自分自身を渡されたからであ る， と 説 

いている。 この兄弟への 奉仕こそがキリストに 帰すべ き 愛の証しなのであ 

る。 

J. ダ ダア ッ ク (D,Avack) 大司教は・ @  十字架によるキリストの 愛が 

我々を貧しさと 福音的な素朴 さ (simplicitas evangelica) に駆り立てるの 

であ り，現代世界に 教会が示すべ き なのは・ このキリストの 捉の積極的な 

遵守であ り，真の愛こそが 第一の基本的な 治癒薬であ る， と 力説する。 

更に， G, ボローニ (Boroni) 司教は ，い の第 24 条に関して，「連帯性」に 

よる現代世界における 教会の現存を 中りスト 教 的な証しとして 強調する。 

教会の第一の 毒性は兄弟 愛 のわざのうちに 現われるべ き ものであ る。 すな 

わち人々と国民の 前に現われるべき 教会のしるしとそのすぐれた 顕現 

(epiphania) は ，愛 と連帯性に よ る証しであ る。 こうして彼は 現代世界にお 

  げる教会の明瞭な 効果的な現存の 特徴を次の三点に 見ている。 

① 教会に固有な 愛の道具としての 働きは，市民社会の 制度とは異なり ， 貧 
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しさと卑下の 精神をもって 始められるべぎであ る。 それによって 教会は 

真の全 き 超自然性を表明し．信仰に 根ざした充分な 連帯性を実際に 現わ 

しうるのであ る。 

② 次に，教会の 現存は。 神約ペルソナであ る永遠の愛 (AeternoAm0re) 

からその霊感と 滋 養を受けた人格的な 愛の現存であ る。 また聖霊によっ 

て生かされた 各個人に関わる 人格的な存在であ る。 更に苦悩と貧しさの 

しるしによる 現存であ って，その愛は 神の像としての 人間兄弟のための 

ものであ る。 

③ しかし，今日の 教会の現存はまさに「パンを 裂くこと」と 結ばれてい 

なければならない。 すなわちキリストの 真の愛のわざは 聖体によって 生 

かされているべぎであ る。 典礼の刷新 (r 典礼憲章』第 10 条 ) の精神は単 

に 儀式的な刷新ではなく ，全体的な，つまり 全教会生活の 実践の刷新で 

あ る。 こうしてはじめて ，典礼は生活実践のうちに「交わり」 (koinonia) 

を 見出すことができる。 キリスト教的な 活動は単なる 人間各個人や 社会 

的な活動であ るだけではなく ，超自然的な 教会共同体として ，仲酌生命 

に活かされるのであ る。 吝か 教区での活動も 神の家族という 共同体の視 

点からながめられなければならない。 特に苦しんでいる 兄弟への任務と 

活動を十字架につげられたキリストの 秘 義から見て， その兄弟のうちに 

キリストの現存を 認めることによって ，信徒は真の 連帯性と愛を 世に示 

すのであ る。 ここに教会の 現存と愛の証しとが 緊密に結ばれている。 

5) アリッチャ草案の 作成 

1964 年 10 月 23 日，チューリッヒ 草案を討議の 基礎業とすることが 可決 

されたのであ るが，け田多くの 修正，改正，また 新しい神学的な 考えも導入 

する必要があ り，すぐにその 作成に取りかからほげればならなかった。 ま 

た 同日，第 4 会期が開かれることも 決定されていたので ，新しい草案作成 

は急がれた。 我々はその作成過程を 順を追って見てゆくことにしょう。 (6 。 ) 
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a) 全体合同委員会 

1964 年 n1 月 16 日から 20 日まで開催された 全体合同委員会で ， 新しい 

草案作成のために 委員会を再編成する 必要性が論じられ ，中央小委員会を 

拡大し更に二つの 委員会を設置することが 決定された。 け引 その一つは 全 

草案，特に序文と 最初の三つの 章を神学的に 修正し新しい 草案を作るた 

めの「教義委員会」であ る。 もう一つは現代世界の 一般的な現象 

(conspectus) を研究しこの 観点から草案全体を 再検討する「時のしるし 委 

員会」であ る。 また各委員会に 対して，次の 三点に注視して 作業を進める 

よ う に指図された。 ①事実の叙述，つまり 具体的な情況から 出発すること。 

②神学的な諸原理，すなわちそれらの 情況を福音の 光 とヵ トリックの伝統 

に基づいて判断すること。 ③最後に，応用，つまり 活動の基本的方針によ 

る司牧的な観点を 示すことであ る。 

b) 第三会期閉会演説 

教皇 " ウロ 6 世は 1964 年 11 月 21 日の第三会期閉会演謝。 。 ) のなかで， 

この会期では 教会の秘事と 教会についての 神の計画を研究し 特に「司教 

職」に関する 研究によって 第一 " チカン公会議の 仕事を完了した ， と述べ 

た。 また教会はその 使命を果してゆく 歴史的・社会的環境を 構成している 

人類を決して 忘れていないばかりか ，教会は人類のために 立てられている 

のであ る。 そして公会議の 仕事の冠ともいわれる『議案 XII1 コは ，最後の 

会期に取り扱われることを 言明された。 

c) 調整委員会とその 後 

諸会合はローマ と ル ー ヴァンで続けられていた。 12 月 30 日の調整委員 

会 @ では， 前 草案を新しい 草案の基礎にし 教父たちの意見を 考慮して，改 

訂また修正されることや 仕事の日程と 段 どり，更に『付録』の 各章を本文 

と合体させることが 決定された。 
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また， 1965 年 1 月 12 日， Ch. ; ユー ラー (Moeller) と P. オートクマン 

(Haubtmann) はテキストの 修正にあ たって ， 次の諸点で合意を 見た。 ( 。 。 ) 

① 教会は「神の 民」として示され ，「世界」という 語は種々の意味で 定義 

される。 「変化と発展の 意義が示されるべぎであ る。 つまり神の民は 神の 

国に向って旅しているのであ り，つねに歴史的方向性を 含むものであ る。 

すなわち教会は 市民社会に対する 諸関係のうちに 立っており， キリス卜 

者は成人として 取り扱われるべぎであ る。 」 ( 。 9) 

② 「神の像」のテーマの 下にキリスト 教的人間論を 展開する。 更に， 自 

然的，超自然的な 秩序という用語を 斥け，契約，恩恵，新しい 創造， 神 

的 生命への参与という 聖書的な表現が 用いられるべぎであ る。 また宗教 

の 自由と関連して 倫理的良心も 述べられなければならない。 

③ 人間の働ぎと 神の国の関係を 示す。 また，教会内と 見える教会の 境界 

を超えて働く 霊の現存と復活に 力点を置くキリストの 主権 という中心的 

真理からの理解が 求められる。 連続性と非連続性のうちにあ る終末論の 

展開が必要であ る。 

④ このよ j な 基本線に沿って 草案は全人類に 向けて， キ リス 卜者として 

世に語りかけるものでなければならない。 神のしるしは 種々の出来事の 

なかに読み取られるものであ り，「 時 」 (kairos) の聖書的な ア イデアを 含 

みながら，単に 技術や経済秩序における 変化のみでなく ，道徳的要請や 

倫理と関わる 世俗化の問題をも 見過すことはできない。 

d) アリッチャでの 中央特別委員会 

以上のよ j な 基本的な考えに 沿って， P. オートクマンを 中心に作成さ 

れたテキストは 次のよ j な 構成であ った。 (7u 

序文 ( 神の民と人類の 連帯性 ) (1 一 4 条 ) 

第 1 章 : 今日の世界の 生活条件の概観 (5 一 12 条 ) 

第 2 章 : 宇宙における 人間 (13-18 条 ) 

第 3 章 : 社会における 人間 (19 一 28 条 ) 
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このテキストは ，ローマの アル ， ノ 湖畔のアリッチャ (Aniccia) で，信徒 

と専門家を含めて ， 1 月 31 日から 2 月 6 日に開かれた 中央特別委員会で 

討議され， け衿 以後，通称「 アり ，チャ草案」と 呼ばれるようになる。 この 

委員会で草案の 最も基本的な 方向がキリスト 教的人間論に 定められた。 

我々が取扱っている『現代世界憲章，の 第一部となるチューリッヒ 草案の 

1, 2, 3 章は神学小委員会で 取り扱われたが ，そこで決定された 内容を 

次のように要約することができる。 け ') 

① この議案はカトリック 信者，その他のキリス 卜者， 未 信者の別なくす 

べての人に宛てられる。 

② 人間人格の新しい 発展と深まりの 必要性，神学と 人間論の関連の 緊密 

化。 すなわち神への 関係は人間の 構成要素であ ることを認めることに 

よって，無神論への 新しい道が開かれる。 聖霊論的観点を 強調し新し 

い 人間を創 り ，人間の心を 変革するのは 神の霊であ ることを述べる。 (7 。 ) 

③ 人間の社会的・ 共同体的な観点から ，神の民とすべての 人間との連帯 

性を強調する。 人間がどのように 社会にあ って， また社会によって 自己 

実現するかという 問題は，社会学的なアプローチだけでは 不十分であ り， 

人 問と社会の関係の 神学的な基礎 づ げも求められる。 

④ この討議の終わり 頃 に決定された 重要な点は，宇宙と 世界における 人 

間の活動に関してであ る。 「 世 」の神学的な 意味を明確にすることも 求め 

られるが， 同時に進歩と 悪との連帯性の 観点も見逃してはならない。 特 

に共産主義世界を 意識して，宇宙における 人間の場と人間的努力の 意味 

を 明らかにすべきであ る。 ( 樹 また ，「歴史性」も 人間人格の構成要素であ 

る 。 事物の究極目的を 神のみ 旨 ，受肉， キリストの救済計画のうちに 示 

し世界におけるキ リス 卜者の態度を 明らかにする。 

⑤ 最後に，「制度としての 教会」つまりヒエラルヒーと 信徒の固有の 役割 

と相互の補足性も 考える。 教会は世界，全人類の 一致と救いの 秘跡とな 

るよ う に， 人間性のための 救いと真理の 約束を自覚するものでなければ 

ならない。 すなわち教会は 人間人格の召命の 奉仕のうちに ，世界にお け 
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る 救いの活動的な 現存として現われる。 

こうして草案全体を 通して，漸進的に 人間から社会へ ， 社会から世界へ 

の広がりを含む ， 神との関係， 隣人との関係および 世界との関係のなかで 

の全的召命が 明らかにされてゆく。 人間は身体をもった 精神であ って ，社 

会 のなかに実在し 神の代理的支配者のように 責任をもつ歴史と 宇宙の中 

心に位置づげられている。 け り 制度としての 教会も救済史的性格を 有する 

ものとして人間の 全的召命に関わっている。 @ 

このような考えに 基づくアリッチャ 草案は次のような 構成に修正され 

た Ⅰ。 (79) 

一 序文 (1 一 3 条 ) 

一 現代世界の現象の 一般的叙述 (4 一 10 条 ) 

第一部序文 (11 条 ) 

第 1 章 : 人間人格の召命 (12 一 20 条 ) 

第 2 章 : 人間共同体における 人間 

第 1 節 一般的原理 (21 一 26 条 ) 

第 2 節 実践的指針 (27 一 36 条 ) 

第 3 章 : 宇宙における 人間とその活動の 意義 (37 一 47 条 ) 

第 4 章 : 現代世界における 教会の使命 (48 一 58 条 ) 

e) テキストの決定案までの 作業 

1965 年 2 月 8 日 一 13 日まで，小委員会の 総会が 側 ローマで開かれ ，草案 

の改訂をすすめると 同時に， それまで草案の 第 11 部の『付録 1 』になって 

いた「人間人格の 尊厳」は " を 第 1 部に合併することが 決定された。 

草案は 2 月 17 日の編集委員会で 基本的には承認された。 しかし，「無神 

論」に関しては 教皇 " ウロ 6 世の回勅しクレジアム・ ス アム』に沿って ， 

特別の条項をもうけることが 決定された。 

3 月末から 4 月初めにかけて ， 「全般的な結論」の 部分を除いて ， ln 、 @ 条 

項を含む草案が 完成した。 また 3 月 29 日から 4 月 4 日にローマで 開かれた 
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合同委員会では 次の点が論じられた。 ①無神論，結婚，平和の 問題。 ②こ 

の議案を公文書とする 場合の文書の 性格，すなわち「司牧憲章」 (constitutio 

pastora Ⅱ s) と 名づげられる 場合の「司牧」の 意味が， 『教会について ] の議 

案との関連にあ ることを考慮しなければならない。 

また． 『議案 XII1 』はエキュメニカル な 他のキリスト 教会の人々からも 強 

い 関心がもたれていた。 ( 。 。 ) 4 月末には編集作業が 終了し新しい 草案は， 

『司牧憲章 : 現代世界における 教会についてが 引と 呼ばれた。 この修正案 

は 5 月 nl 日の調整委員会に 提出され， 5 月 28 日に教皇 " ウロ 6 世によっ 

て認定された。 6 月中にラテン 語訳の改訂がなされ ，つづいて 9 月末まで 

に 英語， ドイッ 語 ， イタリア語， スペイン語の 翻訳が完了した。 

以上，我々は．チュー りッヒ 草案 (1964 年 7 月 3 日認可 ) からアリッチャ 

草案 (1965 年 5 月 28 日認可 ) 作成までの過程を 見てぎた。 『議案 xmU 』に 対 

して提出されたすべての 見解を取りあ げるのは無理であ るので，教会の 現 

存の意味理解とキリスト 教的な愛の視点から 要約する形で ，幾人かの神学 

者と公会議教父たちの 見解に注目してぎた。 以上の概観からこの 議案の全 

般的な方向 づ げを次のようにまとめることができるであ ろう。 

① 現代世界における 教会の使命の 自覚は「宣教的」であ り，世界に関心 

をもちつつ． 「世界との対話」の 姿勢を確立することであ る。 そこで「 世 

界 」または「 世 」の意味が問われ．「自然と 超自然」とし 3 区別用語が 斥 

げられた。 一方では典礼と 祈りにおける 神との対話を 重視しつつ，他方 

では人間が生きているこの 地上の諸現実の 神学的意味が 追求され，地上 

の都の建設にも 積極的に関わろ う としている。 

② その際，救済 史 のなかで，人間の「歴史性」のみならず ，世界の「変 

化」，「進歩」，「発展」が 神に よ る「創造」に 内在的に含まれている 要素 

として理解され ， 神の被造物と「神の 像」としての 人間性の再評価がな 

されている。 しかし 他方， あ まりにオプティ ; スティクにならないよ 

うに，人間の 世界の発展のなかには 罪の影響も含まれていることも 忘れ 
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てはいない。 

③ 従って．神の 普遍的な救済意志に 基づいて， キリストの光に 照らした 

人間及び世界理解が 求められる。 キリストは人間として 人間仲間の間に 

来られたばかりでなく ，宇宙の中心，すべてのものの「 主 」 (Dom@us) と 

してこの世界に 人間と共に現存される。 

④ こうして， キリスト教的な 愛は， キリストによる 救いに 与 かる教会が 

救いの可能性を 秘めている世界と 人間と共にあ るところから 注目され ば 

げればならない。 キリスト教的な 人間論に依拠するすべての 人との「連 

帯性」と「兄弟性」に 目覚めつつ，「愛の 証し」における 世界の「人間化」 

に 努めなければならない。 「世界」と「教会」と「人間」との 相互関係の 

なかにキリストが 位置づげられつつあ る。 キリストの捉であ る「 愛 」が， 

すべての人と 世に対する積極的な 関わりのなかで ，真の人間の「証し」と 

なるであ ろう。 これらの点はアリッチャ 草案のなかでどのように 展開さ 

れているであ ろうか。 
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The@Way@ of@Love@opened@to@All@ Men 

-A@ Study@ of@the@ Theme@ of@"Christian@ Love"@ and 

How@ It@Was@ Developed@ in@ Composing@the@ Text ， 

"The@ Pastoral@ Constitution@ on@ the@ Church@ in 

the@ Modern@ World"@(3)- 

Yoshitaka@ HAMAGUCHI 

The@present@article@is@a@study@done@by@the@Council@Fathers@and@the@theologi ， 

ans@ on@ Schema@ XIII ・ Their@ work@ was@ documented@ in@ the@ "Zurich@ Draft ． " 

Afterwards ， they@ published@ their@ research@ in@ the@ "Ariccia@ Draft@ ． "@ My 

article@ examines@the@ work@ done@ between@ the@ formation@ of@these@ two@drafts   

The@ first@ part@ of@my@ article@ presents@ the@ spirit@ of@ "dialogue"@ in@the@ first 

encyclical@of@Pope@Paul@VI ， "Ecclesiam@Suam ． "@During@the@Second@Vatican 

Council ， the@Church@opened@its@doors@to@all@men@in@the@world ． Pope@Paul@VI 

advocated@ a@ dialogue@ with@ all@ humanity ， non ・ Catholic@ Christians@ and 

Catholics@ themselves ・ The@ mission@ of@ the@ Church@ is@ to@ the@ whole@ world   

The@ second@ part@ of@my@ ar Ⅰ     cle@ presents@ the@baSc@ guidelines@ proposed@ by 

the@ Preparatory@Commi   Sons@of@Schema@ XIII   

The@ third@ and@forth@parts@present@some@main@ proposals@about@ the@"Zurich 

Draft ． "@ The@ main@ theme@ in@ the@ draft@ concerns@the@ meaning@ of@ "presence" 

and@ the@ "mission"of@ the@ Church@ in@ the@ modern@ world ・ The@ Church@ as 

"missionary"@ functions@on@earth@as@ the@ People@ of@God ． The@"presence"@ of 

the@ Church@ expresses@ both@ a@ transcendent@ realty,@ as@ we@@   as@ a@ so@dariy 

with@ all@ humanity ． The@ Council@ Fathers@and@ theologians@ had@ to@ research 

the@meaning@of@the@words@"world"@and@"church ， "@and@to@take@notice@of@some 

important@ concepts@ like@ "hi   to Ⅱ     ci   y 、 "@ "change ． "@ "progress ， "@ and 

"devCopment"@ to@understand@the@tempor3@   re3i   i   s@of@present@soci   ty ． All 

men@are@seen@as@"images@of@God ， "@and@all@creation@is@reevaluated@in@the@light 

of@Christ;@ however@both@men@and@creation@are@situated@in@the@context@of@sin   

Christ@ lives@ with@ us@ as@ our@ poor@ brother ， but@ also@ as@ the@ "Lord"@ of@ all   
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"Christian@ love"@ is@ able@ to@ be@ understood@ as@ a@ "testimony"@ of@ the@ true 

humanity@ of@ Christ@ in@ our@ modern@ world ． So 。 Christians@ have@ to@ live 

according@ to@ the@ commandment@ of@ love@ revealed@ through@ Christ@ to@ make 

ours@ a@ more@ "human"@ world   

The@ fifth@ part@ of@ my@ article@ presents@the@ main@ guidelines@ and@ the@ process 

which@ took@ place@ as@ the@ "Ariccia@ Draft"@ was@drawn@ up   


